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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月1日(2010.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮影して画像を取得する撮影部と、
　上記取得された画像における上記被写体の顔部を検出する顔画像検出部と、
　複数回の上記撮影によって取得される複数の画像に対して上記顔画像検出部によって検
出される先行するタイミングと現在のタイミングとの各々のタイミングにおいて上記撮影
部によって取得される画像に対して上記顔画像検出部から得られる顔部の画像を比較して
、上記現在のタイミングにおける被写体の表情の自然さを判定する自然さ判定部と、
　を具備することを特徴とするカメラ。
【請求項２】
　上記自然さ判定部によって判定された上記被写体の表情の自然さを視覚化する視覚化部
をさらに具備することを特徴とする請求項１に記載のカメラ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１の態様によるカメラは、被写体を撮影して
画像を取得する撮影部と、上記取得された画像における上記被写体の顔部を検出する顔画
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像検出部と、複数回の上記撮影によって取得される複数の画像に対して上記顔画像検出部
によって検出される先行するタイミングと現在のタイミングとの各々のタイミングにおい
て上記撮影部によって取得される画像に対して上記顔画像検出部から得られる顔部の画像
を比較して、上記現在のタイミングにおける被写体の表情の自然さを判定する自然さ判定
部とを具備することを特徴とする。
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